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馬追丘陵における反射法地震探査；日高衝上断層系前縁の地質構造 

High-Resolusion Seismic Profile across the Western Flank of the Umaoi Hills the Frontal 
part of Hidaka Thrust System, Hokkaido. 
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北海道中軸帯の西側には、東北日本弧と千島弧の衝突によって南北方向の褶曲断層帯が形成されている。この
褶曲断層帯の第四紀後期後半における短縮速度を明らかにするために、石狩低地東縁の馬追丘陵西縁において浅層
反射法地震探査を行なった。地震反射断面から地表に露出した活断層は bedding fault と判断される。また、地震
反射断面は馬追丘陵西縁でのgrowth folding を示しており、馬追丘陵の垂直変位は過去 3.5 my におよそ 1 km と
見積もられる。石油公団（1997）のボーリングと反射断面の結果によると、馬追丘陵は overlapping ramp anticlines 
であると判断される。 
 
 
はじめに 
 北海道中軸帯の西側には、東北日本弧と千島弧の衝突によって南北方向の褶曲断層帯が形成されている。この
褶曲断層帯は、広域的には第三紀に形成された千島弧の下部地殻のデラミネーションを伴うウェッジ・スラストに
よるものと考えられている（伊藤, 2000）。この褶曲断層帯の第四紀後期後半における短縮速度を明らかにするこ
とは、北日本の基本的な地殻変動を明らかにする上で重要である。逆断層は地殻浅部において複雑な形状を示すこ
とが多く、地表で確認できる活断層と深部地殻構造とをあわせて議論するためには浅層の幾何学的形状を高分解能
で明らかにすることが必要である。このような背景から石狩低地東縁の馬追丘陵西縁において浅層反射法地震探査
を行なった。 
 本講演では反射法地震探査の結果を報告するとともに、スラスト先端の地質構造について、より深部の構造（石
油公団, 1997）とをあわせて考察する。 
 
観測 
 馬追丘陵西縁ではおよそ 110 Ka の段丘が西側にとう曲している。また、丘陵の頂上付近では西傾斜の活断層
が地表に露出している（岡, 1998）。これらの構造を横切って浅層反射法地震探査を行った。測線長は 6.4 km で
ある。震源は米国 IVI 社製の油圧バイブレーター震源(T15000,4 トントラックに搭載)であり、レコーディングシ
ステムは、デジタルテレメトリー方式のGDAPS-4((株)地球科学総合研究所製)である。主な探査諸元は以下のとお
りである。スイ－プ長：20 秒、スイ－プ周波数：10～100Hz、スタック数：5 回、発振点間隔：10m、受振器固有周
波数：10Hz(9 個組)、受振点間隔：10m、記録長：3 秒、サンプリングレート：2ms、チャンネル数：180ch。 
 
解析と結果 
 得られたデータに対して振幅調整、バンドパスフィルター、デコンボリューション、屈折初動解析、静補正、
速度解析、CMP 重合、時間マイグレーション等を含む通常の中間反射点重合法によって処理し、深度変換断面を得
た。 
 地震反射断面は馬追丘陵西縁での growth folding を示している。丘陵の頂上に向かって薄くなっている層は
growth strata と判断され、その基部は3.5 Ma の荷菜層（秋葉, 1986）に相当する。地表に露出した泉郷断層(N30°W)
の延長部で30°西に傾斜した層理面が見られることから泉郷断層はbedding fault である。石油公団（1997）のボー
リングと反射断面の結果によると、馬追丘陵は overlapping ramp anticlines であると判断される。また、馬追
丘陵東側では、第三紀の石炭層中でroof thrust が存在している。その thrust の前面では intercutaneous thrust 



wedge が発達している。馬追丘陵頂上付近の活断層(泉郷断層)は out-of-syncline thrust の一種と解釈され、馬
追丘陵下の地下 3 km に伏在する東傾斜の低角逆断層とは直接つながってはいない。 
 馬追丘陵の growth folding の垂直変位は過去 3.5 my におよそ 1 km と見積もられる。thrust system のジ
オメトリーを仮定すると、水平変位量は約 1.2 mm/year と見積もられる。 


